








まとめ 

 言語音を音素より弁別素性でとらえた方が,より言語音の本質に近いと考え,今回は,構

音検査結果より弁別素性の習得状況が把握できるような記録法を考案し,実際に使用して

みた。その結果,有効的な評価ができ,ひいては,効率的な訓練につながるものと予想きれた。 


